
保証書付

取扱説明書

●	このたびは、DREMAX オロシ機 DX-60X/
DX-60Zをお買い上げいただきまして、まこと
にありがとうございます。

●	製品を安全に正しく使用していただくために、
お使いになる前にこの取扱説明書をよくお読み
になり十分にご理解ください。

●	取扱説明書はお読みになられた後、いつでもお
手元においてご使用ください。

●	保証書は取扱説明書の裏表紙に記載しておりま
す。お買い上げ日、販売店名などの記入をお確
かめください。
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DX-60X/DX-60Z（極粗鬼オロシ）
オロシ機

DX-60Xは中目オロシドラムのみ
DX-60Zは中目オロシドラム＋極粗鬼オロシドラム



　警　告　
修理技術者以外は、絶対に修理・改造をしないでください。 火災・感電・けがの原因に

なります。
運転中に本体からカバーをはずさないでください。
（保護スイッチにより機械は停止します。）

けが・破損・故障の原因に
なります。

運転中、投入口の中には絶対に手を入れないでください。 けがの原因になります。

オロシドラムには鋭利な刃が付いていますので、オロシ部分に手を
触れないでください。 けがの原因になります。

部品の取り付け、取り外しおよびお手入れをする際は、スイッチを
切り、機械が停止していることを確認して、必ず電源プラグをコン
セントから抜いてください。

けがの原因になります。

運転中に本体を移動させないでください。 けがの原因になります。

本体および電源コードを水につけないでください。
また、保護スイッチなどの電源部に水をかけないでください。

ショート・感電・故障の原
因になります。

子どもに使用させないでください。
また、作業中に子どもを近づけないでください。 けがの原因になります。

保護スイッチを細い棒などで押さないでください。
電源が入ったままだと駆動部が回転して危険です。 けがや故障の原因になります。

　注　意　
不安定なところでは使用しないでください。 機械の転倒による破損やけ

がの原因になります。

交流 100V以外では使用しないでください。 火災・感電・故障の原因にな
ります。

運転中に投入口の中の食材を　箸や棒で押し込まないでください。
（必ず "押し " を使用してください。）

刃が欠けたり、破損・故障の
原因になります。

電源コードをキズつけたり、破損したり、加工したり、無理に曲げ
たり、引き抜いたりしないでください。また、電源コードに重い物
を載せたり、挟み込んだりしないでください。

コードが破損し、火災・感電
の原因になります。

電源プラグを抜くときは、コードを持たずに必ず先端のプラグを
持って引き抜いてください。また、プラグの抜き差しは機械が停止
していることを確認してからおこなってください。

ショートや感電による発火、
破損・故障・けがの原因にな
ります。

電源コードが傷んでいたり、電源プラグのコンセントへの差し込みが
ゆるい場合は、使用しないでください。

ショート・感電・発火の原因
になります。

ご使用の時以外は、電源プラグをコンセントから抜いてください。 絶縁劣化による感電・漏電・
火災の原因になります。
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安全上のご注意
●	ご使用になる前に内容をよくお読みのうえ、安全に正しくお使いください。
●	ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので必ずお守りください。
●	警告・注意の指示と意味は次のようになっています。

警 告 誤った取り扱いをすると人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示します。

注 意 誤った取り扱いをすると人が傷害を負ったり物的損害※の発生が想定される内容を示します。
※物的損害とは、家屋・家財および家畜・ペットにかかわる拡大損害を示します。
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各部のなまえ

電源プラグ

押 し

オロシドラム（中目）
（極粗鬼オロシドラムは DX-60Z専用です）

カバー用シャフト

パチン錠

スイッチ

保護スイッチ

把 手

オロシ排出口
カバー

本 体

投入口

駆動軸

駆動リング

把 手

電源表示灯

極粗鬼オロシドラム
（DX-60Z 専用）
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準備をします（部品の取付）

オロシドラムを取り付けます1

―保護スイッチについて―
事故を防ぐために、カバーがはず
れるとスイッチを入れても作動
しません。
ご使用の際は、カバーを正しく
装着し、左右のパチン錠を確実
に掛けて固定してください。

　警　告　
●	部品を取り付ける際は、必ずスイッチを「OFF」にして電源プラグを抜いてください。
万一電源が入ると、けがの原因になります。

●	オロシドラムには鋭利な刃が付いていますのでオロシ部分を直接持たないでください。
けがの原因になります。

●	必ず平らな場所で使用してください。不安定な場所で使用すると機械の転倒による
破損やけがの原因になります。

①	オロシドラムの取付穴を本体の
駆動軸に通し、オロシドラム内
のパイプに駆動軸を入れます。

②	駆動リングの形状に取付穴を合
わせて、オロシドラムを奥まで
しっかりと押し込みます。

パチン錠

ピ ン

保護スイッチ

オロシドラム

カバー

カバー用シャフト

駆動リング

駆動軸

取付穴
パイプ

ガイド穴

カバーを取り付けます2
○	カバー背面のガイド穴を本体の
カバー用シャフトに通し、ピ
ンが保護スイッチに入るように
セットして、左右のパチン錠で
固定します。
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正しい使い方

食材を準備します1
○	ヘタを落とす、皮をむく、投入口に
入る大きさに切る等の前処理を食材
に応じておこなってください。

①	本体は平らな場所に置いてありますか？
②	オロシドラム、カバーは正しく装着されていますか？
③	スイッチが「OFF」であることを確認し、電源プラグをコンセントに差し込んでください。
	 （電源表示灯が点灯します。）
④	おろした食材を受ける容器をオロシ排出口の下に置いてください。

◆使用前のチェック◆

食材を入れてスイッチを入れます2

警 告　
危険ですから投入口の中には絶対に
手を入れないでください。
けがの原因になります。

①	食材を投入口に入れ、手で軽く押さえ
ながらスイッチを上（右回転）に入れ
ます。（通常は右回転で使用します。）

	 大根は自重でおろすことができますの
で、強く押し付ける必要はありません。

②	食材が投入口の中まで入ったら、その
上から続けて入れます。

③	最後の食材が投入口の中まで入ったら
" 押し"を使用してください。

	 （次ページ参照）

電源プラグ

投入口

電源表示灯
容 器

オロシ
排出口
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"押し" を使用します3

●	複数のオロシドラム（別売品）をお持ちの方は、目的に応じてご使用ください。
	 交換のしかたは、３ページを参照してください。

●	長時間の連続使用でモーターの温度が上がり過ぎますと、プロテクターが働いて自動的に
機械が停止することがあります。その場合はスイッチを「OFF」にし、電源プラグをコ
ンセントから抜いて、30分程度ご使用を休止してください。

正しい使い方

作業が終わったらスイッチを「OFF」にします4
○	必要に応じて電源プラグをコンセントから抜いてください。

警 告　
投入口の中に手を入れて押し込まないで
ください。けがの原因になります。
また、箸や棒で押し込まないでください。
破損、故障の原因になります。

※	短くなった大根をおろす場合は " 押し "を
使用してください。

①	食材を投入口に入れ、" 押し "を軽く押し
付けながらスイッチを上（右回転）に入れ
ます。（通常は右回転で使用します。）

②	量を加減しながら、食材を連続投入します。

◎	食材が空回りしておろしにくくなった場合は、
	 一旦「OFF」に戻して回転を停止させてから、
	 回転切換スイッチを下（左回転）に切り替えて
	 ください。回転方向を変えることできれいにおろすことができます。

※	停止させずに切り替えても回転方向は変わりません。また、停止させずに切り替えた
場合、故障の原因になります。

◆スイッチの切り替えについて◆

押 し

投入口の中には
手を入れないで
ください。

投入口



水掛け厳禁
（背面）
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お手入れ方法
ご使用後は、付着した食材が乾いてこびりつく前によく洗浄して取り除いてください。
洗い残しが故障の原因になることがあります。

電源プラグを抜きます1
○	必ずスイッチを「OFF」にして、電源プラグをコンセントから抜いてください。
	 ( 電源表示灯が消灯します。)

各部品を本体からはずしてお手入れをします2

水洗いは
駆動軸付近だけ

電源プラグ
を抜く

保護スイッチを
指でふさぐ

①	パチン錠を解除してカバーをはずし、
オロシドラムをはずします。

②	カバー、オロシドラム、押しを水洗い
してください。洗浄後は、水気をよく
拭き取ってください。

警 告　
オロシドラムを洗うときはブラシ等を
使用してください。
素手で洗うとけがの原因になります。

③	本体は駆動軸、駆動リング付近だけを
水洗いしてください。このとき、保護
スイッチに水が掛からないように指で
押さえながらおこなってください。

④	本体の外装は濡れ布巾等で全体をきれ
いに拭いた後、乾いた布で水気を拭き
取ってください。

注 意　
●	本体を丸洗いしないでください。
	 後側から水を掛けたり、水に浸すと
故障の原因になります。

●	保護スイッチに水が掛からないよう
に注意してください。故障の原因に
なります。

⑤	お手入れ後は、各部品を正しく
取り付けてください。

	 取り付けかたは３ページを参照
してください。



機 械 寸 法 W250 × L290 × H480（mm）

重 量 約 13kg

定格消費電力 160/190W   50/60Hz

使 用 時 間 30 分

外 装 ステンレス製

電話

〒
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所

お
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前

お電話

ふりがな

販
　
売
　
店

保
証
期
間

店名

1 年
お買い上げ日

年　　月　　日から

形式　オロシ機 DX-60X/DX-60Z

保証書

アフターサービス

1. 保証書
保証書は必ず『お買い上げ日・販売店名』等の記
入をお確かめのうえ、販売店から受け取っていた
だき、内容をよくお読みの後大切に保管してくだ
さい。保証期間はお買い上げから 1年間です。

2. 修理を依頼されるとき
「おかしいな？」と思ったら、ご使用を中止し、必
ず電源プラグを抜き、お買い上げの販売店にご相
談ください。

保証期間中は………………………………
保証書の規定に従ってお買い上げの販売店が修
理をさせていただきますので、恐れ入りますが
製品に保証書 (取扱説明書 )を添えてご持参く
ださい。

保証期間が過ぎているときは……………
お買い上げの販売店へご依頼ください。修理す
ればご使用になれる製品については、ご希望に
より有料で修理させていただきます。

仕　様 愛情点検

ご使用中に電源コード・差込みプラグが
異常に熱くなる。

電源コードを曲げると通電したり、しな
かったりする。

いつもより異常に音、振動が大きくなる。

その他異常、故障がある。

こ
の
よ
う
な
症
状
は

          

あ
り
ま
せ
ん
か
？

長年のご使用のためオロシ機の点検をぜひ！

ご使用にならないでください。

故障や事故防止のためスイッチを「OFF」にし、コンセント
から電源プラグを抜いて、必ず販売店にご相談ください。
点検・修理に要する費用などは販売店にご相談ください。

安全に関するご注意
●	ご使用前に【取扱説明書】をよくお読みのうえ、

安全に正しくお使いください。
●	取り扱いを誤りますと火災や事故の原因とな

ります。
※	保証期間中であっても、次の場合は有料になり
ますので、ご注意ください。

（イ）	ご使用上の誤りおよび不当な修理や改造による
故障および損傷。

（ロ）	お買い上げ後の落下などによる故障および損傷。
（ハ）	火災・地震・風水害・落雷その他天災地変、公害

や異常電圧による故障および損傷。
（ニ）	消耗品および消耗による故障。

2025.11

株式会社ドリマックス
〒 332-0035 埼玉県川口市西青木 3-3-9 ドリマックスビル
TEL：048-254-1231 FAX：048-254-1331
URL  http://www.dremax.com
注）製品は改良のため予告なく仕様、デザインを変更することがあります。


